
 

  

 

 

 

 

一人一人が輝いた創立１５０周年記念運動会 

校長 松田 正昭 

５月２４日（土）、令和７年度創立１５０周年記念運動会が盛大に開催されました。忍岡小学校の運

動会は、例年秋に行われていますが、１１月２２日（土）に挙行される創立１５０周年記念式典の開催

を考慮して、今年度の運動会は５月の開催となりました。４月には全く予測できない事態が発生し、校

庭の使用が制限されていた時期もありました。しかし、そのような状況があったにもかかわらず、子供

たちは、運動会に向けての意欲を一切減退させることなく、自分なりの目標をもって常に真剣に練習に

取り組みました。当日は、練習の成果を十分に発揮して、力いっぱい競技に取り組んだり、笑顔いっぱ

いで表現したりしました。私は、４月下旬から日々努力を積み重ねている子供たちの様子を見てきまし

た。時には、なかなかうまくいかなくて諦めそうになったこともあったかもしれませんが、友達や先生

と一緒に励まし合いながら乗り越えてきました。それが、運動会当日の一人一人が躍動する姿につなが

ったのだと思います。 

今年度の運動会のスローガンは、「あきらめず きずなでつくる 運動会１５０ｔｈ」でした。この

スローガンは、４年生以上の各学級の代表が集まる代表委員会で話し合って決定しました。スローガン

に込められた思いや願いを代表委員会委員長に尋ねてみたところ、「今年はいつもの年と違って１５０

周年という特別な年です。１５０周年を迎えられたのは、児童のみなさん、先生方、ＰＴＡや保護者の

皆様、地域の皆様が、忍岡小学校への思いを長い間つないできてくださったからだと思います。『きず

な』という言葉にその思いを込めました。」と語ってくれました。代表委員会委員長の言葉からは、１

５０年の歴史と伝統を有する忍岡小学校へのすばらしい愛着と誇りを感じました。 

さて、運動会では、一つの演技を完成させるために、友達と心を合わせることの心地よさ、力の限り

を発揮することによって得られる達成感、勝っても負けても、がんばっている人に惜しみない拍手を送

り互いを称え合う態度など、子供たちは多くのことを学びました。当日御参観をいただいた皆様にも、

子供たちの最後まで諦めないひたむきな態度、友達と心を一つに合わせた表現、そして、全力で演技し、

全力で応援して子供たち自身が運動会を思う存分楽しんだ姿などを御覧いただくことができたのでは

ないかと存じます。 

子供たちは、今年度の運動会に関する取組を振り返ることをとおして、自分自身の成長とこれからの

可能性の広がりを実感できたのではないかと思います。子供たちは、様々な経験をとおして常に成長し

ています。そして、運動会のような特別な行事や取組では、子供たち自身が自分の成長をより実感する

ことができます。一人一人が健やかに成長し、可能性を大きく開花させることは、私たち大人全員の切

なる願いです。私たちは、常に一人一人の個性と可能性を大切に見守っていきたいと考えます。 

例年と異なる時期の５月下旬の開催となりましたが、今年度の運動会について皆様からいただいた貴

重な御意見と御感想は、次年度の運動会に生かしてまいります。ありがとうございました。 

                                                                   令和７年５月３０日 
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